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として、管旗章京（jakiruGci janggi）・梅倫章京(meyiren janggi)・扎蘭章京(jalan janggi)などが設置
された。一方でソムは、満洲の八旗制度に準えた、150 名の箭丁をもって一単位とされた組織で
ある。ソムには、ソム章京（sumun janggi、佐領）・驍騎校(kUndU、orulan kOgegci)・領催（boSuGu、
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自治区档案館所蔵のハラチン三旗文書は、それぞれハラチン中旗 42402 巻（全宗号 504）、ハラ
チン左翼旗 12621 巻（全宗号 503）、ハラチン右翼旗 576 巻（全宗号 505）で、遼寧省ハラチン
左翼蒙古族自治県档案館所蔵のハラチン左翼旗文書は約 600巻（全宗号 200）である。本稿では、
































⑥比丁冊。本稿では、ハラチン中旗の乾隆 8（1743）年から同治 10（1871）年の間の 23年分
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